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＜連絡事項＞
・
＜患者様連絡事項＞
・
＜要注目患者様＞

・高橋　義明様～余暇時間は早朝覚醒によりベッド臥床傾向。幻覚に左右された言動や　　介入への易怒・興奮は目立たない。
・小笠原文人様～気分高揚感持続。多弁・多動性や奇異行動みられるが、危険・他者迷惑に繋がっている事伝えた際には自制出来ている。
・中村　豊　様～流涎に伴う嚥下困難感や眠気残存はあるが、日課・プログラムへの支障はない様子。他干渉などトラブルにつながる言動は目立たない。
・小笠原美千代様～日課・プログラムへの取り組み良好。夜間に多い幻聴への恐怖・不安感については自己対処出来ている様子。
＜田名部Dr診察・担当患者様検討＞
・小笠原美千代様～昨日診察しており本日は休診。
・齊藤　光枝様～入院当初と比較し「気分のモヤモヤした感じは落ち着いた」との事。
当院外来処方は臨時処方へ切替え。ネキシウムカプセル→エソメプラゾールカプセル　他同内容により7日分処方あり。
・板橋　利美様～昨日 体幹捻転した以降、右側腹部痛出現。疼痛により日課支障もあり

湿布対応中。
上記 主治医田名部Drへ報告し胸部X-p検査の指示あり実施。骨折などの異常所見なし。冷湿布（患部貼布）処方　また、IFオーダに疼痛時　　　カロナール200㎎1T追加となり適宜頓用・経過観察の指示。
夜間不眠訴えあり臨時薬フルニトラゼパム1㎎→2㎎、レボトミン5㎎→15㎎、マイスリー→ブロチゾラム　他、同内容により7日分処方あり。
・高橋　義明様～問診中は滅裂な思考・行動なく会話成立。表情・口調も穏やか。処方　　　変更なし。
・吉田　守幸様～精神・身体面著変なし。処方変更なし。
・太田　富夫様～不満・苛々感の増強なく過ごせている事 自己報告している。便秘傾向については薬剤調整中（大建中湯→桃核承気湯）のため、内服継続し経過をみるようにとの事。臨時薬同内容により7日分処方あり。
・小豆畑裕介様～問診中は幻覚・妄想活発になる場面あるが、はなしの切り上げは出来ている。臨時薬ハロペリドール9㎎→8.25㎎、オランザピン15㎎→20㎎他、同内容により7日分処方あり。
・高橋　伸治様～精神・身体面著変なし。処方変更なし。
・大山　広美様～精神・身体面著変なし。処方変更なし。退院日4/17（月）で調整中。
・久保　興介様～精神・身体面著変なし。花粉症の症状増強あり臨時薬フェキソフェナ　　ジン塩酸塩ＯＤ60㎎1T　1×夕食後　7日分処方あり。
・民部田和哉様～夕食菓子パン希望あり。主治医よりTG値などの数値上、 食パン（ジャムなし）であれば可能とのはなしあり「じゃ－ご飯のままにします」と聞き入れる。退院の目途について何度も尋ねる場面あり やや焦燥・不満感ある様子だが、これまで是正出来てきた事を継続出来るかどうか次第である事を伝えられた際には了承されている。
